
■研究の背景
　当場には溶融亜鉛めっき製品の破損解析依頼が毎年数件寄せられており、それらの破損原因は
水素脆化に代表される環境脆化に起因すると考えられる事例があります。しかし、その破損原因
である水素脆化、および液体金属脆化の判別が困難でした。
　そこで本研究では、溶融亜鉛めっき品の製造中並びに使用中に生じる環境脆化による破損の課
題を解決するために、水素脆化および液体金属脆化に関する基礎的な知見を得ることを目的とし
引張試験を行いました。その結果、破面観察からこの２つの脆化を判別できるための知見を得ま
した。

■研究の要点
１．試験片に水素添加処理を行い、引張試験による水素脆化評価を行いました。
２．試験片に亜鉛およびはんだめっきを行い、高温引張試験を用い液体金属脆化評価を行いました。
３．引張試験後、水素および液体金属脆化の破面観察を行いました。

■研究の成果
１．室温下での引張試験より、水素脆化試験から粒界破壊の破面組織を得ました。
２．高温引張試験より、液体金属脆化のときの粒界破壊の破面組織を得ました。
３．これら得られた破面の比較により、水素脆化と液体金属脆化の判別が付けられる知見を得ま

した。

※本研究で使用した万能材料試験機は、JKA補助事業により整備されました。
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図１ 水素脆化試験片の SEM像

(a)破面観察、(b)断面方向観察

図２ 液体金属脆化試験片の SEM像

(a)破面観察、(b)断面方向観察
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